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PMシンポジウム２０１７開催

開催日時：2017年9月14日(木)＜シンポジウム＞
2017年9月15日(金)＜セミナー・ワークショップ＞

主 催：特定非営利活動法人 日本プロジェクトマネジメント協会

（PMAJ）

後 援：経済産業省、独立行政法人 情報処理推進機構（IPA）、

一般財団法人エンジニアリング協会（ENAA）

大会参加者は過去最大

総数2,700名超（国内最大）

豊富なプログラム構成（合計６５講演）

２つの基調講演、３つの特別講演、１つの招待講演、実践的な７つの

テーマ毎（ICT、 P2M、エンジ・建設・公共、製造・ヘルスケア・農業、

金融・流通・サービス、人材育成、未来創造）の３１セッション。

２日目は５つの特別講演、 ３４の教育セッションで構成。
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特 徴

シンポジウムのテーマ「次世代への共創」
次世代に繋ぐイノベーションを実現するためには、年齢、性別、企業、国を越えた共
創と、その活動を支えるプロジェクトマネジメントが必須。

基調講演・特別講演
初日：

基調講演１「人工知能はどこから来てどこに向かうのか」、松原仁氏／はこだて未来
大学 副理事長 教授

基調講演２「 We create “Smart & Safety”」、一法師淳氏／NTTファシリティーズ 代
表取締役社長

特別講演１「デジタルビジネス時代に求められるインテグレーション」、木脇秀己氏／
富士通 常務

特別講演２「2020東京大会に向かう」、平岡英介氏／JOC専務理事

特別講演３「デジタルトランスフォーメーション時代のプロジェクトを成功に導くマネジ
メント変革について」、龍野康次郎氏／日本電気 執行役員常務
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2日日：

特別講演１「新規事業はなぜ失敗するのか」、牧野恵美氏／東京理科大学 准教授

特別講演２「次世代に向けた価値創造の仕組み」、竹林一氏／オムロン

特別講演３「発達特性、認知特性からみた人材教育」、日野公三氏／明蓮館高校校
長

特別講演４「頼れるIT社会の実現を目指して」、富田達夫／情報処理推進機構 理
事長

特別講演５「国内、海外ビジネスでの全体最適への取り組み」、藤井薫／大和製作
所 代表取締役

ikuno
スタンプ



ボランティア主体の企画と運営（延べ170名）

初日は特別講演、製造・ヘルスケア・農業トラックが人気

「ピンチはチャンス！」、「2020東京大会に向かう」、「デジタルビジネ
ス時代に求められるインテグレーション」セッションが盛況

２日目では「新事業はなぜ失敗するのか」、「人工知能の最先端技術
とビジネス適用上の課題」、「自己との対話による新たなイノベーショ
ン」セッションが盛況

２０回記念企画では、「きぼうロボティクスによる国際宇宙プロジェク
トのマネジメント技術」と「プロジェクトマネジメントの新潮流を語る」が
盛況

人間系スキルのセッションが増加

パートナー企業によるベンダー・セッション開催（2日目、9社が参加）
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会場風景

会場受付

開会時会場風景

スタッフとの朝会

ikuno
スタンプ



7

開会のご挨拶

光藤理事長（PMAJ） 梅津室長補佐（METI）

大下理事長（ENAA）
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基調講演

松原教授（はこだて未来大学） 一法師社長（NTTファシリティーズ）

将棋プログラムから学んだこと、ディープラー
ニングの問題などを解説した。さらに、進化し
た人工知能への対応（人間との分担、人間の
悪用への警告）について提言した。

Smart（脱炭素）とSafety（安全・安心）の取り組みに
ついて、ソリューション事例を交えて解説した。



特別講演
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木脇氏（富士通） 牧野氏（東京理科大学）

企業のデジタル変革に向けたアプローチ（企業
システムの二極化）について、実践事例を交えて
紹介した。また、今後の課題解決の取り組みに
ついて解説した。

ジェフ・ベゾス（アマゾン社長）の例を参考に、
成功する起業家のロジック（先に対象とする顧客を
明確にする、市場ではなく顧客を起点にマーケティング
する）について解説した。
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盛況セッション

「ピンチはチャンス！」で、逆境から日本一
となり輸出拡大を果たした体験を講演する
桜井氏（ 旭酒造 会長）

「自己との対話による新たなイノベーション」
で、仏教の基本的な教えとマインドフルネス、
自分との対話がイノベーションに繋がること
を講演し、好評を得た武田氏（浄土真宗本願寺
派高善寺副住職）


